青磁の 皿に ま つ かな まぐろの さしみと まつ 白な おろ 

し 大根 を 盛った モン タ— ジ ュ はちよ つ と美し いものの 

一 つで ある。 いきの よい さしみの 光沢 は どこか 陶器の 

光沢と 相 通ず る も のが ある。 逆に 言えば 陶器 の 肌の 感 

触に は 生きた 肉の 感じに 似た ものが ある。 ある 意味に 

がんしょう 

おいて 陶器の 翫賞は エロチシズムの 一 変形で あるの 

力 もし，^ な レ 

ききょ う 

青磁の 徳利に すすきと 桔梗で も 生ける と 実に さびし 

い 秋の 感覚が にじんだ。 あまりに さびしす ぎて 困る か 

もしれ ない。 

青磁の 香炉に 赤 楽の 香合の モン タ ー ジ ュ もちよ つ と 



だものと 容器との モン タ ー ジュの 展覧会で あるが、 あ 

れを もっと 拡張した ような 展観 方法が あっても いいと 

思う。 

器物の 美に はもち ろん それ 自身に 内在す る 美が ある 

に は 相違ない が、 それ を 充分に 発揮させる ために は そ 

の 器物の 用と 相関 連した モン タ ー ジ ュ の 把握が 必要で 

はない かと 考える ので ある。 

赤 楽の 茶わん も トマ トス— プ でも 入れられて は 困る 

であろう。 

(昭和 六 年 十二月、 雑 味) 
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